
試
験
日
程
の
前
倒
し
で
教
員
確
保
？

文
部
科
学
省
は
現
在
の
試
験
日
程
で

は
民
間
に
学
生
が
流
れ
る
と
い
う
理
由

で
、
実
施
を
前
倒
し
す
る
よ
う
に
各
都

道
府
県
政
令
市
の
教
育
委
員
会
に
強
引

な
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

北
九
州
市
を
含
め
多
く
の
地
域
が
約
１

か
月
前
倒
し
一
次
試
験
を
６
月
中
旬
、

二
次
試
験
を
７
月
下
旬
に
実
施
し
ま
し

た
。
同
時
に
、
一
次
試
験
を
大
学
３
年

生
か
ら
受
験
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
変
更
は
効
果
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
北
九
州
市
教
員
採
用
情

報
専
用
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
志
願
者
数

は
、
小
学
校
で
は
若
干
増
え
た
も
の
の
、

中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
養
護
教
諭

で
は
い
ず
れ
も
減
っ
て
い
ま
す
。
日
程

変
更
の
効
果
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
お
、

教
育
委
員
会
提
供
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

今
年
の
試
験
の
倍
率
は
、
教
職
経
験
者

特
別
選
考
（
現
職
正
規
教
員
枠
）
募
集

を
こ
れ
か
ら
行
う
こ
と
な
ど
か
ら
デ
ー

タ
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

前
倒
し
に
効
果
は
あ
っ
た
か

今
年
度
の
倍
率
を
み
る
限
り
で
は
、

教
員
採
用
試
験
日
程
を
前
倒
し
し
た
効

果
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
次
試

験
を
受
験
し
て
合
格
し
た
大
学
３
年
生

が
、
来
年
度
の
二
次
試
験
を
受
験
す
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。

日
程
の
前
倒
し
は
受
験
す
る
人
、
学

校
の
双
方
に
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。

前
倒
し
の
日
程
で
は
、
年
度
初
め
か
ら

２
か
月
半
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
学

級
・
学
校
は
落
ち
着
い
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
修
学
旅
行
や
運
動
会
・
体
育
祭

な
ど
の
行
事
や
、
部
活
動
に
よ
っ
て
は

中
体
連
等
の
日
程
が
重
な
り
、
多
忙
な

方
も
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
育
実
習
の

時
期
に
ま
で
影
響
す
る
学
校
も
あ
り
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
文
科
省
は
、
来
年
度
は

５
月
の
連
休
明
け
に
日
程
を
前
倒
し
す

る
よ
う
要
請
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
試
験
対
策
が
さ
ら
に
で
き
な
い
ば
か

り
か
、
教
育
実
習
を
一
次
試
験
後
に
行

う
必
要
が
出
て
き
ま
す
。
大
学
生
は
教

育
実
習
で
自
分
が
教
員
に
向
い
て
い
る

か
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
か
を
確
認
で

き
な
い
ま
ま
試
験
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

前
倒
し
で
不
利
に
な
る
講
師

一
次
試
験
が
免
除
さ
れ
な
い
非
常
勤
・

常
勤
講
師
に
と
っ
て
は
、
試
験
対
策
の

時
間
が
十
分
確
保
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
講
師
の
受
験
率
は
約
30
％
、
そ
の

う
ち
合
格
率
は
35
％
、
対
す
る
新
卒
者

の
合
格
率
は
40
％
で
す
。
一
方
、
福
岡

県
で
は
平
均
す
る
と
約
55
％
。
中
学
校

や
特
別
支
援
学
校
で
は
約
60
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
新
卒
者
を
一
定
採
用
す
る

必
要
は
世
代
を
つ
な
ぐ
た
め
に
必
要
で

す
が
、
講
師
の
受
験
率
と
合
格
率
は
改

善
が
必
要
で
す
。

｢

辞
退
者
数
は
想
定
の
範
囲
内｣

で
よ
い

の
か前

倒
し
と
同
時
に
気
に
な
る
こ
と
は
、

採
用
試
験
最
終
合
格
者
に
占
め
る
辞
退

者
の
人
数
で
す
。
小
学
校
は
と
り
わ
け

多
く
24
年
度
23
年
度
と
も
に
約
50
人
が

辞
退
し
て
い
ま
す
。
校
種
合
計
で
は
24

年
度
約
80
名
、
23
年
度
約
60
名
が
辞
退

し
て
い
ま
す
。
（
２
面
参
照
）

教
育
委
員
会
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

最
近
、
受
験
者
が
複
数
の
自
治
体
を

併
願
受
験
す
る
傾
向
が
全
国
的
に
顕
著

と
な
り
、
さ
ら
に
、
複
数
の
自
治
体
か

ら
合
格
を
得
た
受
験
者
が
自
治
体
を
選

択
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
受
け
、
近
年
、
最
終
合
格
者
（
二

次
試
験
合
格
者
）
と
は
別
に
、｢

補
欠
合

格
者｣

の
枠
を
設
け
、
辞
退
者
が
出
れ
ば

こ
こ
か
ら
繰
上
合
格
を
行
い
対
応
し
て

き
た
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）
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試験日程の前倒しで人手不足は解消できる？

小
倉
造
兵
廠
⑤

（
小
倉
北
区
）

汚
職
事
件

１
９
４
３
年
に
摘
発
さ

れ
た
大
規
模
な
汚
職
で
す
。

こ
の
件
で
職
員
50
名
が
逮

捕
、
捜
索
先
は
東
京･

大
阪

に
も
及
び
ま
し
た
。

①
資
材
約
81
万
円
分
を
無

償
譲
渡
す
る
等
の
便
宜
。

②
架
空
の
納
品
伝
票
に
基

く
支
払
で
裏
金
づ
く
り
。

③
便
宜
の
見
返
り
と
し
て

廠
長
（
造
兵
廠
ト
ッ
プ
）

は
６
千
円
の
国
債
等
を
、

工
具
工
場
長
は
５
千
５

百
円
を
そ
れ
ぞ
れ
収
受
。

④
技
術
職
員
が
自
身
の
管

理
す
る
物
品
約
３
０
０

円
分
を
譲
渡
し
、
約
１

６
０
０
円
を
収
受
。
ま

た
約
50
円
分
の
物
品
を

自
宅
で
保
管
。

事
件
の
処
分
は
甘
い
も

の
で
し
た
。
造
兵
廠
側
は
、

将
校
２
名
と
技
術
職
員
１

名
が
懲
役
と
追
徴
金
の
処

分
を
受
け
、
廠
長
が
自
死

し
ま
し
た
。
取
引
企
業
側

は
18
名
が
送
検
さ
れ
、
戦

時
立
法
に
よ
り
裁
判
な
し

に
５
名
が
執
行
猶
予
付
の

懲
役
、
13
名
は
起
訴
猶
予

と
な
り
ま
し
た
。

以
上
は
当
時
は
報
道
さ

れ
ず
、
戦
後
20
年
以
上
経

過
し
て
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

前
倒
し
よ
り
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る

現
在
、
様
々
な
業
種
・
職
種
で
人
手
不
足
が
起
き
て
い
ま
す
。
売
り
手

市
場
と
な
る
前
か
ら
、
「
定
額
働
か
せ
放
題
」
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
教
員
の
志
願
者
数
は
減
少
を
始
め
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
「
長
時
間
労
働
の
解
消
」
「
教
員
を
増
や
そ
う
」
と
訴
え
て

き
た
、
私
た
ち
の
要
求
に
国
が
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
結
果

で
す
。
北
九
州
市
は
試
験
日
程
を
前
倒
し
て
実
施
し
ま
し
た
が
、
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

毎月15日締切
←Webでお見積



（
１
面
の
つ
づ
き
）
し
か
し
、
辞

退
者
が
出
そ
ろ
う
時
期
が
、
最
終
合

格
発
表
の
２
カ
月
後
に
な
る
た
め
、

本
来
北
九
州
市
が
第
一
希
望
で
あ
っ

た｢

補
欠
合
格
者｣

の
な
か
に
は
、
他

都
市
か
ら
先
に
声
が
か
か
り
、
他
都

市
へ
採
用
さ
れ
る
事
態
が
発
生
し
た
。

そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
繰
上
合
格
者

の
他
都
市
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
令
和

４
年
度
実
施
分
か
ら
面
接
等
で
確
認

し
た｢

併
願
の
有
無｣

や｢

北
九
州
市

に
縁
が
あ
る
か｣

と
い
っ
た
内
容
を

鑑
み
、
最
終
合
格
者
の
中
か
ら
ど
の

程
度
の
辞
退
者
が
出
る
か
を
予
想
し

て
、
こ
れ
ま
で
の｢

補
欠
合
格｣

の
枠

で
は
な
く
、
辞
退
者
数
の
予
測
も

｢

最
終
合
格
者｣

の
枠
に
初
め
か
ら
上

乗
せ
し
て
盛
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
辞
退
者
数
と
採
用
者

数
に
つ
い
て
も
予
測
の
範
囲
内
と
な

り
、
教
員
採
用
へ
の
影
響
は
出
て
い

な
い
。

選
ば
れ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

委
員
会
も
分
析
し
て
い
る
よ
う
に
、

採
用
合
格
者
が
自
治
体
を
選
択
す
る

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
あ
れ
ば
、

試
験
日
程
の
前
倒
し
よ
り
も
、
「
定

額
働
か
せ
放
題
」
「
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
」

と
い
う
教
員
の
仕
事
に
つ
い
た
イ
メ
ー

ジ
を
根
本
的
に
解
消
し
、
合
格
者
に

選
択
し
て
も
ら
え
る
給
与
・
勤
務
条

件
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

北
九
州
市
は
、
福
岡
県
か
ら
の
権

限
委
譲
（
２
０
１
７
年
４
月
）
以
降
、

多
く
の
面
で
賃
金
・
労
働
条
件
が
切

り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
給
与
面

で
の
県
内
較
差
（
福
岡
市
、
福
岡
県
、

北
九
州
市
の
順
）
は
ぜ
ひ
と
も
改
善

で
き
る
よ
う
に
、
秋
に
行
わ
れ
る
給

与
等
改
定
交
渉
に
臨
み
ま
す
。

私
た
ち
は
引
き
続
き
、
教
育
予
算

の
増
額
、
教
職
員
の
増
員
、
業
務
削

減
、
多
忙
化
解
消
な
ど
を
求
め
て
い

き
ま
す
。
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人
事
院
は
８
月
８
日
政
府
と
国
会

に
対
し
て
国
家
公
務
員
の
給
与
に
関

す
る
勧
告
と
人
事
管
理
に
関
す
る
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
給
与
に
関
す
る

勧
告
は
、
本
俸
に
つ
い
て
、
官
民
格

差
が
１
万
１
１
８
３
円
（
２.

７
６

％
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
卒
初
任

給
を
２
万
１
４
０
０
円
引
上
げ
る
と

と
も
に
全
体
の
俸
給
表
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
０
．
１
月
分
、
今
年
度
に
つ

い
て
は
、
12
月
期
の
期
末
手
当
及
び

勤
勉
手
当
に
配
分
し
、
来
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
、
６
月
期
及
び
12
月
期

が
均
等
に
な
る
よ
う
配
分
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

昨
年
を
上
回
る
内
容
で
あ
る
と
同

時
に
、
俸
給
表
は
初
任
給
・
若
年
層

だ
け
で
な
く
、
再
任
用
職
員
も
含
む

全
体
の
改
善
や
、
期
末
手
当
を
含
む

一
時
金
の
引
上
げ
は
、
官
民
共
同
に

よ
る
公
務
員
賃
金
引
上
げ
を
求
め
る

運
動
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
俸
給
引
き
上
げ

で
も
物
価
高
に
よ
る
生
活
悪
化
の
改

善
に
は
全
く
不
十
分
で
す
。
本
年
の

春
闘
の
賃
上
げ
率
の
５.

３
３
％
と

比
較
し
て
も
低
く
、
公
務
労
働
者
の

生
活
を
改
善
す
る
に
は
程
遠
い
も
の

で
す
。

｢

給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

（
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給

与
制
度
の
整
備
）｣

は
若
年
層
や
能

力
・
実
績
主
義
に
よ
る
一
部
成
績
優

秀
者
の
処
遇
を
手
厚
く
し
、
若
年
層

の
公
務
員
離
れ
を
防
ぐ
一
方
で
、
そ

れ
以
外
の
賃
金･

労
働
条
件
を
抑
制

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
職
場
の
士

気
を
低
下
さ
せ
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
は
人
事
院

は
６
月
28
日
に｢

３
年
公
募
要
件｣

を

撤
廃
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
国
だ
け
で

な
く
地
方
自
治
体
や
教
育
現
場
な
ど

で
働
く
非
正
規
公
務
員
と
私
た
ち
の

運
動
の
成
果
で
す
。
今
後
は
、
適
正

な
運
用
を
求
め
る
と
り
く
み
を
強
め

る
と
と
も
に
、
病
気
休
暇
の
有
給
化

な
ど
、
今
年
勧
告
さ
れ
な
か
っ
た
非

常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
要
求
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。

令和５(2023)年度
令和４(2022)年実施

令和６(2024)年度
令和５(2023)年実施

採用者数 最終合格者 応募者数 受験者数 倍率 採用者数 最終合格者 応募者数 受験者数 倍率

小学校 151 196 387 361 2.4 104 159 372 354 3.4

中学校 71 72 289 267 3.8 66 71 311 279 4.2

特別支援
学校

48 61 72 68 1.4 40 61 110 108 2.7

養護教員 9 9 90 81 9.0 5 5 95 90 18.0

栄養教員 3 3 36 31 10.3 1 1 25 24 24.0

合計 282 341 874 808 2.9 216 297 913 855 4.0

教員採用試験状況の比較

・この表は、北九州市教育委員会より提供をうけた表から「令和５年度」と「令和６年度」の状況を抜粋したものです。
・小学校の人数と倍率には、小中一貫校枠の人数と倍率が含まれています。
・表中の「倍率」は北九州市教育員会が算出したもので、「受験者数」を「採用者数」で除算したものです。

俸
給
・
一
時
金
引
上
げ
、
非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善

人
事
院
は
８
月
８
日
、
政
府
と
国
会
に
対
し
て
国
家
公
務
員
の

給
与
に
関
す
る
勧
告
と
人
事
管
理
に
関
す
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
を
上
回
る
内
容
で
し
た
が
、
生
活
改
善
に
は
ほ
ど
遠
く
、
今

後
も
粘
り
強
い
運
動
が
必
要
で
す
。

人
事
院｢

国
家
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
勧
告｣

等
を
発
出

人事院勧告


